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令和 7 年度 

 

豆類ラック乾燥施設新設プラント工事 

 

最 終 条 件 書 
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Ⅰ.前提条件 

1.新設工事の目的     豆類の乾燥を行うためのﾗｯｸ式乾燥施設のﾌﾟﾗﾝﾄ設備の導入を行う。 

 

2.建設場所       網走市字東網走 106-1 の内 

 

3.処理計画           大豆と小豆の荷受・貯留・乾燥を行う。 

   乾燥後はｵﾎｰﾂｸﾋﾞｰﾝｽﾞﾌｧｸﾄﾘｰ（OBF）にて調製を行う。 

   大豆  生産量   1,320ｔ（原料ﾍﾞｰｽ） 

    荷受水分  18％ 

    乾燥後水分 15％ 

    荷受日数  43 日 

    日荷受量  30.7ｔ/日 

   小豆  生産量   1,512ｔ（原料ﾍﾞｰｽ） 

    荷受水分  18％ 

    乾燥後水分 16％ 

    荷受日数  55 日 

    日荷受量  27.5ｔ/日 

 

 

4.稼働時間       荷受 8 ｈ/日 

   乾燥 24 ｈ/日 
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5.建築実施設計  一般競争入札にてﾌﾟﾗﾝﾄ工事分のﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶｰ決定後、別途建築工事の一般競争入札を行う。 

    別途行われる当該施設の建築工事の入札に必要な設計図書および設計予算書の作成もﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶｰに 

    て行うことする。 

   建築工事は建築工事、電気設備工事、機械設備工事等に分離発注する想定のため、設計図面や 

   設計予算書には発注区分が分かるよう作成すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 4 -

Ⅱ.仕様条件 

  A.製造請負工事 

     

1.荷受設備 ～10ｔ/ｈ×1荷受設備を導入する。原料ｺﾝﾃﾅの荷受を行い、夾雑物除去後に貯留乾燥設備にて処理する。 

 

（1）荷受ﾎｯﾊﾟｰ     ・1 基 

      ・水切り容量 4.0 ㎥/基確保のこと。（ｺﾝﾃﾅ 2 基分確保） 

      ・回転ﾘﾌﾄにて原料ｺﾝﾃﾅから投入を行う。 

       ｺﾝﾃﾅ寸法：W1735×D1092×H1350mm 

      ・ﾎｯﾊﾟｰ傾斜:45 度以上 

      ・3 方枠付、格子枠、車輪止め付とする。 

      ・ﾎｯﾊﾟｰ部に集塵ﾌｰﾄﾞを設ける。 

 ・ﾎｯﾊﾟｰ下のｼｬｯﾀｰに残留がないよう考慮すること。 

 ・ﾎｯﾊﾟｰ付近に清掃用ｴｱｰｶﾞﾝとｴｱｰ配管を見込むこと。 

 

 （2）大夾雑物除去機    ・1 基 

       ・北斗工機製 回転選別機 HRS-8515 同等品 

       ・能力 10t/h/基（水分 18％） 

       ・原料の莢等の大夾雑物を除去する。 

       ・除去した大夾雑物は荷受ﾎｯﾊﾟｰ付近でｺﾝﾃﾅ取りする。 

       ・除去後の原料は粗選機へ搬送する。 

       ・選別網はｾｯﾄｱｯﾌﾟ含め 2 ｾｯﾄ見込む。 
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        替網設置ｽﾍﾟｰｽを考慮のこと。 

       ・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ付き 

 

 （2）粗選機     ・1 基 

       ・渡辺農機製 SLD-20 同等品 

       ・能力 10t/h/基（水分 18％） 

       ・風選屑は集塵庫へ搬送する。 

       ・網上および網下は荷受ﾎｯﾊﾟｰ付近でｺﾝﾃﾅ取りする。 

       ・粗選機は 1FL からの支持とし、建築階層とは縁を切る。 

       ・上網はｾｯﾄｱｯﾌﾟ含め 1 ｾｯﾄ、下網はｾｯﾄｱｯﾌﾟ含め 2 ｾｯﾄとする。 

        替網設置ｽﾍﾟｰｽと収納ﾗｯｸを見込む。 

       ・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ付き 

   ・乾燥原料のｺﾞﾐ除去のみ行う運用もあるため、自動ﾗｯｸへ搬送される前にｺﾝﾃﾅへ中抜 

   き可能なこと。中抜きしたｺﾝﾃﾅの計量や伝票発行は不要。 

   配置ｽﾍﾟｰｽ上、中抜きと出荷を同時に実施できなくても可とする。 

   中抜きは荷受室とする。 

       ・粗選後の原料はﾗｯｸ前の計量機へ搬送する。 

   荷受時の原料ｺﾝﾃﾅ重量は既存計量棟で計量済だが、ﾗｯｸ乾燥後を経ても、どの原料 

   か紐付けを行うためﾗｯｸ前に計量し重量管理を行う。 

   ・荷受ｻﾝﾌﾟﾙは事前に既存計量棟で採取済のため、粗選後のｻﾝﾌﾟﾙﾛｰﾀﾞｰ等は不要。 
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2.貯留乾燥設備 ～ﾗｯｸ式の貯留乾燥設備を新設する。ﾗｯｸ乾燥方式の詳細は各社にて提案願います。 

 

 

 （1）自動ﾗｯｸ設備    ・10 段×6列＝60 棚 

       ・容量 1.0ｔ/棚（大豆・小豆ともに 1.0ｔ確保） 

       ・ｽﾀｯｶｰｸﾚｰﾝにて専用ｺﾝﾃﾅをﾗｯｸ内に移動を行う。 

        ｸﾚｰﾝ付近は進入防止用の柵を設ける。 

       ・ﾗｯｸへの荷受時と排出時に計量機を設け、各ｺﾝﾃﾅの重量管理を行う。 

       ・自動で規定水分まで乾燥後は排出用計量機へ搬送する。 

       ・乾燥ﾑﾗが極力無いよう、乾燥途中でｺﾝﾃﾅを反転し天地入替等を検討のこと。 

       ・乾燥空気の排気は直接屋外排気とする。 

 

 （2）送風機     ・1 基 

       ・風量･静圧は大豆および小豆の風乾･貯留に対応した能力とすること。 

        選定した送風機の風量・静圧を明記すること。 

       ・加温装置付き 

       ・燃料ﾀﾝｸ、ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸの設置、加温装置までのｵｲﾙ配管は別途工事とする。 

 

 （3）ｺﾝﾃﾅ計量機 ・2基 

   ・能力 20t/h 

   ・秤量 2.0ｔ 

   ・ﾗｯｸ投入前のｺﾝﾃﾅ計量とﾗｯｸから出荷時の計量を行う。 
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   ﾗｯｸ投入前とﾗｯｸ出荷の計量機は分けて設ける。 

   ・出荷時はｺﾝﾃﾅ取りする。 

   ｺﾝﾃﾅ寸法：W1735×D1092×H1350mm 

       ・ｵｰﾄｻﾝﾌﾟﾗｰ、ｼｰﾙ機付きとし、以下の項目の伝票を出荷時に発行する。 

        年月日時間、荷受番号、生産者氏名、生産者ｺｰﾄﾞ、車番、品種、水分（乾燥水分） 

        皆掛重量、容器重量、風袋重量、受入重量 

   ・電動排出ﾛｰﾗｰ付き 

 

 

3.搬送設備～各設備間の搬送を行う。 

 

 （1）搬送設備              ・搬送能力：それぞれの機器にあったものとすること。 

         荷受まわり 10t/h（大豆・小豆水分 18％時） 

         出荷まわり 20t/h（大豆水分 15％・小豆水分 16％時） 

                  ・昇降機の底部は清掃しやすいようﾗｳﾝﾄﾞ状とする。 

           ・昇降機上部は各階層から点検しやすい高さとすること。 

             基本的にはﾀﾗｯﾌﾟではなく、階層から点検可能なこと。 

         ・各搬送機器は点検や部品交換が容易なこととし、点検歩廊には手すり等安全対策を 

          考慮すること。 

           ・ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ搬送方向に対しｼｭｰﾄから斜めに豆類を投入しない等のﾍﾞﾙﾄ片寄り防止を 

          配慮すること。 

           ・異物異品種混入防止用にﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱｶﾊﾞｰを設けること。 

          ｶﾊﾞｰは点検時やﾄﾗﾌﾞﾙ時に取外しが容易なこと。 
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 （2）ｼｭｰﾄ配管等          ・搬送能力：それぞれの機器にあったものとすること。 

         荷受まわり 10t/h（大豆・小豆水分 18％時） 

         出荷まわり 20t/h（大豆水分 15％・小豆水分 16％時） 

            ・落差や落下速度が大きくなるｼｭｰﾄには落差防止対策を設けること。 

        ・豆類割れ防止のため、ｼｭｰﾄ内の落下速度を落とすようｼｭｰﾄ角の検討やｺﾞﾑｴﾙﾎﾞ 

         とする等考慮すること。 

       ・各ｼｭｰﾄ配管は、適度な長さでのﾌﾗﾝｼﾞ等での接続にて設置する。 

        交換時の対応を充分考慮すること。 

       ・分配器は全て歩廊より点検ができるように配置すること。 

       ・分配器内に豆類の残留がない仕様とすること。 

 

 

4.集塵設備～必要箇所の集塵を行う。 

 

 （1）集塵箇所及び集塵方式 ・荷受、計量機、搬送、ﾀﾝｸ関係 

 →ｻｲｸﾛﾝ 

  ｻｲｸﾛﾝ排風は屋外排気とし、下部のｺﾞﾐは集塵庫内に排出する。 

  集塵庫は屋外集塵ﾀﾝｸ方式とし、ｺﾞﾐはｺﾝﾃﾅ取りを行う。 

  ｺﾝﾃﾅ寸法：W1800×D1200×H1320mm 

  ・屋外集塵ﾀﾝｸは別途工事ではなく、本工事で見込む。 
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  （2）ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻ          ・各機器の制御に利用する。 

   ・能力;計画施設で必要となる能力とする。 

   ・圧力低下時の警報付とする。 

 

 

  （3）ｴｱｰﾄﾞﾗｲﾔｰ          ・ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻ能力を踏まえ複数台設置のこと。 

                     ・ｴｱｰﾀﾝｸ含むこと。 

   ・ﾋｰﾄﾚｽｴｱﾄﾞﾗｲﾔｰ見込む。 

 

 

5.電気設備 

 

 （1）受電設備 ・常時受電 

  ・既存麦乾第 3工場から分岐とし、臨時から常時へ契約を変更する。 

  ・既存 QP の増改造は別途とし、集出荷貯蔵施設の設計および工事区分とする。 

  ・既存 QP から計画施設までの配線は見込むこととし、屋外は埋設にて引込む。 

  ・現状第 3工場発電機から隣接既存倉庫内の種子小麦消毒設備と豆類乾燥設備へ動力 

  を供給しているが、第 3 工場常時受電化に伴い、上記設備へ常時にて供給する。 

  （自費工事見積） 
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 （2）動力制御設備    ①主操作盤 

       ・操作盤はﾓﾆﾀｰ仕様とし、操作室内に設置する。 

       ・荷受～出荷まで全体の操作が可能なこと。 

  ・操作該当する昇降機のｱﾝﾍﾟｱﾒｰﾀｰについても見込むこと。 

       ・各機器異常（ﾓｰﾀｰﾄﾘｯﾌﾟ等）を確認可能なこと。 

 

  ②その他 

                      ・その他必要と思われる現場盤を設置する。 

  現場作業および修理時に現場優先で作業可能とする。 

                      ・各設備間 各施設間のｲﾝﾀｰﾛｯｸ制御を考慮する。 

       ・搬送設備等、必要箇所にｲﾝﾊﾞｰﾀｰを設置する。 

  ・2 次側配線工事についても見込むこと。 

  ・照明（LED）も見込む。 

 

 （3）ｶﾒﾗ設備 ・以下の設備付近にｶﾒﾗを設置する。 

  荷受ﾎｯﾊﾟｰ内の様子が確認可能な箇所 

  大夾雑物除去機が詰まり、原料があふれていないか確認可能な箇所 

  粗選機が詰まり、原料があふれていないか確認可能な箇所 

  自動ﾗｯｸ倉庫の様子が確認可能な箇所（ｸﾚｰﾝ通路等） 

  出荷用の計量機が確認可能な箇所 

  ・監視ﾓﾆﾀｰは新設操作室内にて確認可能なこと。 

  ﾓﾆﾀｰの画面を切換えることで上記複数台のｶﾒﾗ映像を確認する。 

  各ｶﾒﾗ映像はｽﾞｰﾑ可能なこと。 
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 （4）電算設備 ・以下に運用を記載。 

  1）既存空車棟での伝票発行時に荷受情報を QR ｺｰﾄﾞ化し印刷する。 

    現状伝票項目は年月日時間、荷受番号、生産者氏名、生産者ｺｰﾄﾞ、品種、 

    水分、皆掛重量、容器重量、風袋重量、受入重量 

  2）ﾗｯｸ乾燥施設へ荷受時に荷受伝票 QR ｺｰﾄﾞをﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰで読込、ﾗｯｸ内のｺﾝﾃﾅと 

    情報を紐付けする。 

  3）出荷時の計量機にて荷受時と同項目の情報の伝票を印刷。 

  4）PC にて上記情報+乾燥履歴（水分計測時の水分値と時間）を管理・集計し各帳票 

   （日報、指定した期間の帳票等）を印刷 

    可能なこと。ﾃﾞｰﾀは CSV 形式等で取出し可能なこと。 

  ※既存空車棟を利用して実車も空車も計量を行うため、電算設備の改造が必要な 

  場合は見込むこと。 
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Ⅲ.見積項目：補助対象工事、自費工事、建築実施設計料を合算して入札する。 

 

Ⅳ.見積除外項目 

     1.地盤調査費 

 2.電波障害対策費：事前の調査費と建設後調査費は見込むこと。 

 3.確認申請に関する費用：申請時・完了検査時 

 4.試運転材料費、試運転時の電気料金：ただし工事中の電気代、水道代、灯油代等は請負業者負担 

  

 

以   上 


